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本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

用用途途・・応応用用分分野野

技技術術のの概概要要

太太陽陽光光をを利利用用ししてて水水とと酸酸素素かからら
過過酸酸化化水水素素をを製製造造すするる粉粉末末光光触触媒媒・・光光電電極極技技術術

● 殺菌・抗菌、消毒、漂白剤への利用

● 燃料電池への応用（過酸化水素のエネルギー利用）

● 過酸化水素を使用した高付加価値な化成品製造

● 環境負荷の極めて少ない過過酸酸化化水水素素 製造が可能。

⇒原料は水水と酸酸素素、エネルギー源は太太陽陽光光

● 従来法（アントラキノン法）で不可欠な、水素と有機溶媒を必要としない。

【【従従来来技技術術のの問問題題点点】】

アントラキノン法は、「多段プロ
セス」 ・ 「原料が有機物（アントラ
セン類） 」 ・ 「有害な有機溶媒が
多量に必要」 ・ 「水素の導入が必
須」 等の多くの問題点が懸念さ
れている。

【【粉粉末末光光触触媒媒・・光光電電極極技技術術】】

粉末光触媒や光触媒電極を利
用した過酸化水素の合成技術は、
無尽蔵な太陽光をエネルギー源
にしながら、水や酸素を反応原料
として使用できるため、従来のア
ントラキノン法が有する問題点を
全て解決できる可能性を秘めて
いる（図）。

図図 太太陽陽光光をを利利用用すするる水水とと酸酸素素かかららのの過過酸酸化化水水素素製製造造
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